
(57)【要約】

【課題】液晶パネルのつなぎ目が表示されないようにで

きること。

【解決手段】映像信号を伝送する複数のデータバスライ

ンと、複数のデータバスラインに映像信号を出力するソ

ースドライバ１０ａ、１０ｂと、複数のデータバスライ

ンに交差する複数のゲートバスラインと、複数のゲート

バスラインを介して各々が対向する位置に配置されるゲ

ートドライバ２０ａ、２０ｂと、複数のデータバスライ

ンと複数のゲートバスラインの各交差点に配置された画

素電極４と、ゲート電極をゲートバスラインに接続し、

ソース電極をデータバスラインに接続し、またドレイン

電極を画素電極４に接続したＴＦＴ５と、を有する液晶

表示デバイス１であって、複数のゲートバスラインは、

対向するゲートドライバ２０ａとゲートドライバ２０ｂ

の間で不規則に分割される。

【選択図】　　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 映 像 信 号 を 伝 送 す る 複 数 の デ ー タ バ ス ラ イ ン と 、 該 複 数 の デ ー タ バ ス ラ イ ン に 該 映 像 信
号 を 出 力 す る 複 数 の ソ ー ス ド ラ イ バ と 、 該 複 数 の デ ー タ バ ス ラ イ ン に 交 差 す る 複 数 の ゲ ー
ト バ ス ラ イ ン と 、 該 複 数 の ゲ ー ト バ ス ラ イ ン を 介 し て 各 々 が 対 向 す る 位 置 に 配 置 さ れ る 複
数 の ゲ ー ト ド ラ イ バ と 、 該 複 数 の デ ー タ バ ス ラ イ ン と 該 複 数 の ゲ ー ト バ ス ラ イ ン の 各 交 差
点 に 配 置 さ れ た 画 素 電 極 と 、 ゲ ー ト 電 極 を 該 ゲ ー ト バ ス ラ イ ン に 接 続 し 、 ソ ー ス 電 極 を 該
デ ー タ バ ス ラ イ ン に 接 続 し 、 ま た ド レ イ ン 電 極 を 該 画 素 電 極 に 接 続 し た ス イ ッ チ ン グ 素 子
と 、 を 有 す る 液 晶 表 示 デ バ イ ス で あ っ て 、
　 前 記 複 数 の ゲ ー ト バ ス ラ イ ン は 、 前 記 対 向 す る 複 数 の ゲ ー ト ド ラ イ バ の 間 で 不 規 則 に 分
割 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 液 晶 表 示 デ バ イ ス 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 複 数 の ゲ ー ト バ ス ラ イ ン は 、 前 記 対 向 す る 複 数 の ゲ ー ト ド ラ イ バ の 間 の 中 央 を 挟 ん
で 不 規 則 に 分 割 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 液 晶 表 示 デ バ イ ス 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 複 数 の ゲ ー ト バ ス ラ イ ン は 、 前 記 対 向 す る 複 数 の ゲ ー ト ド ラ イ バ の 間 の 中 央 か ら い
ず れ か 一 方 の 複 数 の ゲ ー ト ド ラ イ バ 寄 り の 領 域 で 不 規 則 に 分 割 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請
求 項 １ に 記 載 の 液 晶 表 示 デ バ イ ス 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 複 数 の ソ ー ス ド ラ イ バ に 対 向 す る 位 置 に 配 置 さ れ 、 前 記 複 数 の デ ー タ バ ス ラ イ ン に
前 記 映 像 信 号 を 出 力 す る 複 数 の ソ ー ス ド ラ イ バ を さ ら に 備 え 、
　 前 記 複 数 の デ ー タ バ ス ラ イ ン は 、 前 記 対 向 す る 複 数 の ソ ー ス ド ラ イ バ の 間 で 不 規 則 に 分
割 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 、 ２ ま た は ３ に 記 載 の 液 晶 表 示 デ バ イ ス 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 複 数 の デ ー タ バ ス ラ イ ン は 、 前 記 対 向 す る 複 数 の ソ ー ス ド ラ イ バ の 間 の 中 央 を 挟 ん
で 不 規 則 に 分 割 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ に 記 載 の 液 晶 表 示 デ バ イ ス 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 複 数 の デ ー タ バ ス ラ イ ン は 、 前 記 対 向 す る 複 数 の ソ ー ス ド ラ イ バ の 間 の 中 央 か ら い
ず れ か 一 方 の 複 数 の ソ ー ス ド ラ イ バ 寄 り の 領 域 で 不 規 則 に 分 割 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請
求 項 ４ に 記 載 の 液 晶 表 示 デ バ イ ス 。
【 請 求 項 ７ 】
　 映 像 信 号 を 伝 送 す る 複 数 の デ ー タ バ ス ラ イ ン と 、 該 複 数 の デ ー タ バ ス ラ イ ン に 該 映 像 信
号 を 出 力 す る 複 数 の ソ ー ス ド ラ イ バ と 、 該 複 数 の デ ー タ バ ス ラ イ ン に 交 差 す る 複 数 の ゲ ー
ト バ ス ラ イ ン と 、 該 複 数 の ゲ ー ト バ ス ラ イ ン を 介 し て 各 々 が 対 向 す る 位 置 に 配 置 さ れ る 複
数 の ゲ ー ト ド ラ イ バ と 、 該 複 数 の デ ー タ バ ス ラ イ ン と 該 複 数 の ゲ ー ト バ ス ラ イ ン の 各 交 差
点 に 配 置 さ れ た 画 素 電 極 と 、 ゲ ー ト 電 極 を 該 ゲ ー ト バ ス ラ イ ン に 接 続 し 、 ソ ー ス 電 極 を 該
デ ー タ バ ス ラ イ ン に 接 続 し 、 ま た ド レ イ ン 電 極 を 該 画 素 電 極 に 接 続 し た ス イ ッ チ ン グ 素 子
と 、 を 有 す る 液 晶 表 示 デ バ イ ス で あ っ て 、
　 前 記 複 数 の ゲ ー ト バ ス ラ イ ン は 、 前 記 対 向 す る 複 数 の ゲ ー ト ド ラ イ バ の 間 で 規 則 的 に 分
割 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 液 晶 表 示 デ バ イ ス 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 複 数 の ゲ ー ト バ ス ラ イ ン は 、 前 記 対 向 す る 複 数 の ゲ ー ト ド ラ イ バ の 間 の 中 央 を 挟 ん
で 規 則 的 に 分 割 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ７ に 記 載 の 液 晶 表 示 デ バ イ ス 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 複 数 の ゲ ー ト バ ス ラ イ ン は 、 前 記 対 向 す る 複 数 の ゲ ー ト ド ラ イ バ の 間 の 中 央 か ら い
ず れ か 一 方 の 複 数 の ゲ ー ト ド ラ イ バ 寄 り の 領 域 で 規 則 的 に 分 割 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請
求 項 ７ に 記 載 の 液 晶 表 示 デ バ イ ス 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 複 数 の ソ ー ス ド ラ イ バ に 対 向 す る 位 置 に 配 置 さ れ 、 前 記 複 数 の デ ー タ バ ス ラ イ ン に
前 記 映 像 信 号 を 出 力 す る 複 数 の ソ ー ス ド ラ イ バ を さ ら に 備 え 、
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　 前 記 複 数 の デ ー タ バ ス ラ イ ン は 、 前 記 対 向 す る 複 数 の ソ ー ス ド ラ イ バ の 間 で 規 則 的 に 分
割 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ７ 、 ８ ま た は ９ に 記 載 の 液 晶 表 示 デ バ イ ス 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 前 記 複 数 の デ ー タ バ ス ラ イ ン は 、 前 記 対 向 す る 複 数 の ソ ー ス ド ラ イ バ の 間 の 中 央 を 挟 ん
で 規 則 的 に 分 割 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ０ に 記 載 の 液 晶 表 示 デ バ イ ス 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 前 記 複 数 の デ ー タ バ ス ラ イ ン は 、 前 記 対 向 す る 複 数 の ソ ー ス ド ラ イ バ の 間 の 中 央 か ら い
ず れ か 一 方 の 複 数 の ソ ー ス ド ラ イ バ 寄 り の 領 域 で 規 則 的 に 分 割 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請
求 項 １ ０ に 記 載 の 液 晶 表 示 デ バ イ ス 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 こ の 発 明 は 、 液 晶 表 示 デ バ イ ス に 関 し 、 特 に 液 晶 パ ネ ル の つ な ぎ 目 が 表 示 さ れ な い よ う
に で き る 液 晶 表 示 デ バ イ ス に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 、 ア ク テ ィ ブ マ ト リ ッ ク ス Ｔ Ｆ Ｔ 　 Ｌ Ｃ Ｄ （ Ｔ ｈ ｉ ｎ 　 Ｆ ｉ ｌ ｍ 　 Ｔ ａ ｎ ｓ ｉ ｓ ｔ
ｏ ｒ 　 Ｌ ｉ ｑ ｕ ｉ ｄ 　 Ｃ ｒ ｙ ｓ ｔ ａ ｌ 　 Ｄ ｉ ｓ ｐ ｌ ａ ｙ ） な ど の 液 晶 表 示 デ バ イ ス に お い
て ワ イ ド な 表 示 画 面 を 構 成 す る 場 合 は 、 液 晶 表 示 デ バ イ ス を ２ 枚 つ な ぎ 合 わ せ る こ と が 一
般 的 に 行 わ れ て い た の で 、 液 晶 表 示 デ バ イ ス が 灰 色 を ベ タ に 表 示 す る と ゲ ー ト バ ス ラ イ ン
の 抵 抗 の 差 な ど で 液 晶 パ ネ ル の つ な ぎ 目 が 表 示 さ れ て し ま う 。 例 え ば 、 特 許 文 献 １ で は 、
ソ ー ス ド ラ イ バ と ゲ ー ト ド ラ イ バ を 二 対 使 用 し て 液 晶 表 示 デ バ イ ス を 構 成 し 、 ゲ ー ト バ ス
ラ イ ン を 中 央 で 分 割 し て ゲ ー ト バ ス ラ イ ン の 末 端 に 位 置 す る 画 素 電 極 へ の デ ー タ 書 き 込 み
時 間 を 確 保 す る 従 来 技 術 が 開 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 １ ０ － １ ３ ３ １ ７ ５ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 特 許 文 献 １ の 従 来 技 術 で は 、 ソ ー ス ド ラ イ バ と ゲ ー ト ド ラ イ バ を 二 対 使 用 し て 液 晶 表 示
デ バ イ ス を 構 成 し 、 ゲ ー ト バ ス ラ イ ン を 中 央 で 分 割 し て ゲ ー ト バ ス ラ イ ン の 末 端 に 位 置 す
る 画 素 電 極 へ の デ ー タ 書 き 込 み 時 間 を 確 保 す る こ と が で き る 。 し か し な が ら 、 特 許 文 献 １
の 従 来 技 術 で は 、 液 晶 表 示 デ バ イ ス が 灰 色 を ベ タ に 表 示 す る と ゲ ー ト バ ス ラ イ ン の 抵 抗 の
差 な ど で 液 晶 パ ネ ル の つ な ぎ 目 が 表 示 さ れ て し ま う と い う 課 題 が 解 決 さ れ な か っ た 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 こ の 発 明 は 、 上 述 し た 従 来 技 術 に よ る 問 題 点 を 解 消 す る た め に な さ れ た も の で あ り 、 液
晶 パ ネ ル の つ な ぎ 目 が 表 示 さ れ な い よ う に で き る 液 晶 表 示 デ バ イ ス を 提 供 す る こ と を 目 的
と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 上 述 し た 課 題 を 解 決 し 、 目 的 を 達 成 す る た め 、 請 求 項 １ の 発 明 に 係 る 液 晶 表 示 デ バ イ ス
は 、 映 像 信 号 を 伝 送 す る 複 数 の デ ー タ バ ス ラ イ ン と 、 該 複 数 の デ ー タ バ ス ラ イ ン に 該 映 像
信 号 を 出 力 す る 複 数 の ソ ー ス ド ラ イ バ と 、 該 複 数 の デ ー タ バ ス ラ イ ン に 交 差 す る 複 数 の ゲ
ー ト バ ス ラ イ ン と 、 該 複 数 の ゲ ー ト バ ス ラ イ ン を 介 し て 各 々 が 対 向 す る 位 置 に 配 置 さ れ る
複 数 の ゲ ー ト ド ラ イ バ と 、 該 複 数 の デ ー タ バ ス ラ イ ン と 該 複 数 の ゲ ー ト バ ス ラ イ ン の 各 交
差 点 に 配 置 さ れ た 画 素 電 極 と 、 ゲ ー ト 電 極 を 該 ゲ ー ト バ ス ラ イ ン に 接 続 し 、 ソ ー ス 電 極 を
該 デ ー タ バ ス ラ イ ン に 接 続 し 、 ま た ド レ イ ン 電 極 を 該 画 素 電 極 に 接 続 し た ス イ ッ チ ン グ 素
子 と 、 を 有 す る 液 晶 表 示 デ バ イ ス で あ っ て 、 前 記 複 数 の ゲ ー ト バ ス ラ イ ン は 、 前 記 対 向 す
る 複 数 の ゲ ー ト ド ラ イ バ の 間 で 不 規 則 に 分 割 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
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　 こ の 請 求 項 １ の 発 明 に よ れ ば 、 複 数 の ゲ ー ト バ ス ラ イ ン は 、 対 向 す る 複 数 の ゲ ー ト ド ラ
イ バ の 間 で 不 規 則 に 分 割 さ れ る こ と と し た の で 、 液 晶 表 示 デ バ イ ス は 、 液 晶 パ ネ ル の つ な
ぎ 目 が 表 示 さ れ な い よ う に で き る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 ま た 、 請 求 項 ２ の 発 明 に 係 る 液 晶 表 示 デ バ イ ス は 、 請 求 項 １ の 発 明 に お い て 、 前 記 複 数
の ゲ ー ト バ ス ラ イ ン は 、 前 記 対 向 す る 複 数 の ゲ ー ト ド ラ イ バ の 間 の 中 央 を 挟 ん で 不 規 則 に
分 割 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 こ の 請 求 項 ２ の 発 明 に よ れ ば 、 複 数 の ゲ ー ト バ ス ラ イ ン は 、 対 向 す る 複 数 の ゲ ー ト ド ラ
イ バ の 間 の 中 央 を 挟 ん で 不 規 則 に 分 割 さ れ る こ と と し た の で 、 液 晶 表 示 デ バ イ ス は 、 液 晶
パ ネ ル の つ な ぎ 目 が 表 示 さ れ な い よ う に で き る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 ま た 、 請 求 項 ３ の 発 明 に 係 る 液 晶 表 示 デ バ イ ス は 、 請 求 項 １ の 発 明 に お い て 、 前 記 複 数
の ゲ ー ト バ ス ラ イ ン は 、 前 記 対 向 す る 複 数 の ゲ ー ト ド ラ イ バ の 間 の 中 央 か ら い ず れ か 一 方
の 複 数 の ゲ ー ト ド ラ イ バ 寄 り の 領 域 で 不 規 則 に 分 割 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 こ の 請 求 項 ３ の 発 明 に よ れ ば 、 複 数 の ゲ ー ト バ ス ラ イ ン は 、 対 向 す る 複 数 の ゲ ー ト ド ラ
イ バ の 間 の 中 央 か ら い ず れ か 一 方 の 複 数 の ゲ ー ト ド ラ イ バ 寄 り の 領 域 で 不 規 則 に 分 割 さ れ
る こ と と し た の で 、 液 晶 表 示 デ バ イ ス は 、 液 晶 パ ネ ル の つ な ぎ 目 が 表 示 さ れ な い よ う に で
き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 ま た 、 請 求 項 ４ の 発 明 に 係 る 液 晶 表 示 デ バ イ ス は 、 請 求 項 １ 、 ２ ま た は ３ の 発 明 に お い
て 、 前 記 複 数 の ソ ー ス ド ラ イ バ に 対 向 す る 位 置 に 配 置 さ れ 、 前 記 複 数 の デ ー タ バ ス ラ イ ン
に 前 記 映 像 信 号 を 出 力 す る 複 数 の ソ ー ス ド ラ イ バ を さ ら に 備 え 、 前 記 複 数 の デ ー タ バ ス ラ
イ ン は 、 前 記 対 向 す る 複 数 の ソ ー ス ド ラ イ バ の 間 で 不 規 則 に 分 割 さ れ る こ と を 特 徴 と す る
。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 こ の 請 求 項 ４ の 発 明 に よ れ ば 、 複 数 の デ ー タ バ ス ラ イ ン は 、 対 向 す る 複 数 の ソ ー ス ド ラ
イ バ の 間 で 不 規 則 に 分 割 さ れ る こ と と し た の で 、 液 晶 表 示 デ バ イ ス は 、 液 晶 パ ネ ル の つ な
ぎ 目 が 表 示 さ れ な い よ う に で き る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 ま た 、 請 求 項 ５ の 発 明 に 係 る 液 晶 表 示 デ バ イ ス は 、 請 求 項 ４ の 発 明 に お い て 、 前 記 複 数
の デ ー タ バ ス ラ イ ン は 、 前 記 対 向 す る 複 数 の ソ ー ス ド ラ イ バ の 間 の 中 央 を 挟 ん で 不 規 則 に
分 割 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 こ の 請 求 項 ５ の 発 明 に よ れ ば 、 複 数 の デ ー タ バ ス ラ イ ン は 、 対 向 す る 複 数 の ソ ー ス ド ラ
イ バ の 間 の 中 央 を 挟 ん で 不 規 則 に 分 割 さ れ る こ と と し た の で 、 液 晶 表 示 デ バ イ ス は 、 液 晶
パ ネ ル の つ な ぎ 目 が 表 示 さ れ な い よ う に で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 ま た 、 請 求 項 ６ の 発 明 に 係 る 液 晶 表 示 デ バ イ ス は 、 請 求 項 ４ の 発 明 に お い て 、 前 記 複 数
の デ ー タ バ ス ラ イ ン は 、 前 記 対 向 す る 複 数 の ソ ー ス ド ラ イ バ の 間 の 中 央 か ら い ず れ か 一 方
の 複 数 の ソ ー ス ド ラ イ バ 寄 り の 領 域 で 不 規 則 に 分 割 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 こ の 請 求 項 ６ の 発 明 に よ れ ば 、 複 数 の デ ー タ バ ス ラ イ ン は 、 対 向 す る 複 数 の ソ ー ス ド ラ
イ バ の 間 の 中 央 か ら い ず れ か 一 方 の 複 数 の ソ ー ス ド ラ イ バ 寄 り の 領 域 で 不 規 則 に 分 割 さ れ
る こ と と し た の で 、 液 晶 表 示 デ バ イ ス は 、 液 晶 パ ネ ル の つ な ぎ 目 が 表 示 さ れ な い よ う に で
き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 ま た 、 請 求 項 ７ の 発 明 に 係 る 液 晶 表 示 デ バ イ ス は 、 映 像 信 号 を 伝 送 す る 複 数 の デ ー タ バ
ス ラ イ ン と 、 該 複 数 の デ ー タ バ ス ラ イ ン に 該 映 像 信 号 を 出 力 す る 複 数 の ソ ー ス ド ラ イ バ と

10

20

30

40

50

(4) JP 2005-338622 A 2005.12.8



、 該 複 数 の デ ー タ バ ス ラ イ ン に 交 差 す る 複 数 の ゲ ー ト バ ス ラ イ ン と 、 該 複 数 の ゲ ー ト バ ス
ラ イ ン を 介 し て 各 々 が 対 向 す る 位 置 に 配 置 さ れ る 複 数 の ゲ ー ト ド ラ イ バ と 、 該 複 数 の デ ー
タ バ ス ラ イ ン と 該 複 数 の ゲ ー ト バ ス ラ イ ン の 各 交 差 点 に 配 置 さ れ た 画 素 電 極 と 、 ゲ ー ト 電
極 を 該 ゲ ー ト バ ス ラ イ ン に 接 続 し 、 ソ ー ス 電 極 を 該 デ ー タ バ ス ラ イ ン に 接 続 し 、 ま た ド レ
イ ン 電 極 を 該 画 素 電 極 に 接 続 し た ス イ ッ チ ン グ 素 子 と 、 を 有 す る 液 晶 表 示 デ バ イ ス で あ っ
て 、 前 記 複 数 の ゲ ー ト バ ス ラ イ ン は 、 前 記 対 向 す る 複 数 の ゲ ー ト ド ラ イ バ の 間 で 規 則 的 に
分 割 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 こ の 請 求 項 ７ の 発 明 に よ れ ば 、 複 数 の ゲ ー ト バ ス ラ イ ン は 、 対 向 す る 複 数 の ゲ ー ト ド ラ
イ バ の 間 で 規 則 的 に 分 割 さ れ る こ と と し た の で 、 液 晶 表 示 デ バ イ ス は 、 液 晶 パ ネ ル の つ な
ぎ 目 が 表 示 さ れ な い よ う に で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 ま た 、 請 求 項 ８ の 発 明 に 係 る 液 晶 表 示 デ バ イ ス は 、 請 求 項 ７ の 発 明 に お い て 、 前 記 複 数
の ゲ ー ト バ ス ラ イ ン は 、 前 記 対 向 す る 複 数 の ゲ ー ト ド ラ イ バ の 間 の 中 央 を 挟 ん で 規 則 的 に
分 割 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 こ の 請 求 項 ８ の 発 明 に よ れ ば 、 複 数 の ゲ ー ト バ ス ラ イ ン は 、 対 向 す る 複 数 の ゲ ー ト ド ラ
イ バ の 間 の 中 央 を 挟 ん で 規 則 的 に 分 割 さ れ る こ と と し た の で 、 液 晶 表 示 デ バ イ ス は 、 液 晶
パ ネ ル の つ な ぎ 目 が 表 示 さ れ な い よ う に で き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 ま た 、 請 求 項 ９ の 発 明 に 係 る 液 晶 表 示 デ バ イ ス は 、 請 求 項 ７ の 発 明 に お い て 、 前 記 複 数
の ゲ ー ト バ ス ラ イ ン は 、 前 記 対 向 す る 複 数 の ゲ ー ト ド ラ イ バ の 間 の 中 央 か ら い ず れ か 一 方
の 複 数 の ゲ ー ト ド ラ イ バ 寄 り の 領 域 で 規 則 的 に 分 割 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 こ の 請 求 項 ９ の 発 明 に よ れ ば 、 複 数 の ゲ ー ト バ ス ラ イ ン は 、 対 向 す る 複 数 の ゲ ー ト ド ラ
イ バ の 間 の 中 央 か ら い ず れ か 一 方 の 複 数 の ゲ ー ト ド ラ イ バ 寄 り の 領 域 で 規 則 的 に 分 割 さ れ
る こ と と し た の で 、 液 晶 表 示 デ バ イ ス は 、 液 晶 パ ネ ル の つ な ぎ 目 が 表 示 さ れ な い よ う に で
き る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 ま た 、 請 求 項 １ ０ の 発 明 に 係 る 液 晶 表 示 デ バ イ ス は 、 請 求 項 ７ 、 ８ ま た は ９ の 発 明 に お
い て 、 前 記 複 数 の ソ ー ス ド ラ イ バ に 対 向 す る 位 置 に 配 置 さ れ 、 前 記 複 数 の デ ー タ バ ス ラ イ
ン に 前 記 映 像 信 号 を 出 力 す る 複 数 の ソ ー ス ド ラ イ バ を さ ら に 備 え 、 前 記 複 数 の デ ー タ バ ス
ラ イ ン は 、 前 記 対 向 す る 複 数 の ソ ー ス ド ラ イ バ の 間 で 規 則 的 に 分 割 さ れ る こ と を 特 徴 と す
る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 こ の 請 求 項 １ ０ の 発 明 に よ れ ば 、 複 数 の デ ー タ バ ス ラ イ ン は 、 対 向 す る 複 数 の ソ ー ス ド
ラ イ バ の 間 で 規 則 的 に 分 割 さ れ る こ と と し た の で 、 液 晶 表 示 デ バ イ ス は 、 液 晶 パ ネ ル の つ
な ぎ 目 が 表 示 さ れ な い よ う に で き る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 ま た 、 請 求 項 １ １ の 発 明 に 係 る 液 晶 表 示 デ バ イ ス は 、 請 求 項 １ ０ の 発 明 に お い て 、 前 記
複 数 の デ ー タ バ ス ラ イ ン は 、 前 記 対 向 す る 複 数 の ソ ー ス ド ラ イ バ の 間 の 中 央 を 挟 ん で 規 則
的 に 分 割 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 こ の 請 求 項 １ １ の 発 明 に よ れ ば 、 複 数 の デ ー タ バ ス ラ イ ン は 、 対 向 す る 複 数 の ソ ー ス ド
ラ イ バ の 間 の 中 央 を 挟 ん で 規 則 的 に 分 割 さ れ る こ と と し た の で 、 液 晶 表 示 デ バ イ ス は 、 液
晶 パ ネ ル の つ な ぎ 目 が 表 示 さ れ な い よ う に で き る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 ま た 、 請 求 項 １ ２ の 発 明 に 係 る 液 晶 表 示 デ バ イ ス は 、 請 求 項 １ ０ の 発 明 に お い て 、 前 記
複 数 の デ ー タ バ ス ラ イ ン は 、 前 記 対 向 す る 複 数 の ソ ー ス ド ラ イ バ の 間 の 中 央 か ら い ず れ か
一 方 の 複 数 の ソ ー ス ド ラ イ バ 寄 り の 領 域 で 規 則 的 に 分 割 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 。
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【 ０ ０ ２ ９ 】
　 こ の 請 求 項 １ ２ の 発 明 に よ れ ば 、 複 数 の デ ー タ バ ス ラ イ ン は 、 対 向 す る 複 数 の ソ ー ス ド
ラ イ バ の 間 の 中 央 か ら い ず れ か 一 方 の 複 数 の ソ ー ス ド ラ イ バ 寄 り の 領 域 で 規 則 的 に 分 割 さ
れ る こ と と し た の で 、 液 晶 表 示 デ バ イ ス は 、 液 晶 パ ネ ル の つ な ぎ 目 が 表 示 さ れ な い よ う に
で き る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 請 求 項 １ の 発 明 に よ れ ば 、 複 数 の ゲ ー ト バ ス ラ イ ン は 、 対 向 す る 複 数 の ゲ ー ト ド ラ イ バ
の 間 で 不 規 則 に 分 割 さ れ る よ う 構 成 し た の で 、 液 晶 表 示 デ バ イ ス は 、 液 晶 パ ネ ル の つ な ぎ
目 が 表 示 さ れ な い よ う に で き る と い う 効 果 を 奏 す る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 ま た 、 請 求 項 ２ の 発 明 に よ れ ば 、 複 数 の ゲ ー ト バ ス ラ イ ン は 、 対 向 す る 複 数 の ゲ ー ト ド
ラ イ バ の 間 の 中 央 を 挟 ん で 不 規 則 に 分 割 さ れ る よ う 構 成 し た の で 、 液 晶 表 示 デ バ イ ス は 、
液 晶 パ ネ ル の つ な ぎ 目 が 表 示 さ れ な い よ う に で き る と い う 効 果 を 奏 す る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 ま た 、 請 求 項 ３ の 発 明 に よ れ ば 、 複 数 の ゲ ー ト バ ス ラ イ ン は 、 対 向 す る 複 数 の ゲ ー ト ド
ラ イ バ の 間 の 中 央 か ら い ず れ か 一 方 の 複 数 の ゲ ー ト ド ラ イ バ 寄 り の 領 域 で 不 規 則 に 分 割 さ
れ る よ う 構 成 し た の で 、 液 晶 表 示 デ バ イ ス は 、 液 晶 パ ネ ル の つ な ぎ 目 が 表 示 さ れ な い よ う
に で き る と い う 効 果 を 奏 す る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 ま た 、 請 求 項 ４ の 発 明 に よ れ ば 、 複 数 の デ ー タ バ ス ラ イ ン は 、 対 向 す る 複 数 の ソ ー ス ド
ラ イ バ の 間 で 不 規 則 に 分 割 さ れ る よ う 構 成 し た の で 、 液 晶 表 示 デ バ イ ス は 、 液 晶 パ ネ ル の
つ な ぎ 目 が 表 示 さ れ な い よ う に で き る と い う 効 果 を 奏 す る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 ま た 、 請 求 項 ５ の 発 明 に よ れ ば 、 複 数 の デ ー タ バ ス ラ イ ン は 、 対 向 す る 複 数 の ソ ー ス ド
ラ イ バ の 間 の 中 央 を 挟 ん で 不 規 則 に 分 割 さ れ る よ う 構 成 し た の で 、 液 晶 表 示 デ バ イ ス は 、
液 晶 パ ネ ル の つ な ぎ 目 が 表 示 さ れ な い よ う に で き る と い う 効 果 を 奏 す る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 ま た 、 請 求 項 ６ の 発 明 に よ れ ば 、 複 数 の デ ー タ バ ス ラ イ ン は 、 対 向 す る 複 数 の ソ ー ス ド
ラ イ バ の 間 の 中 央 か ら い ず れ か 一 方 の 複 数 の ソ ー ス ド ラ イ バ 寄 り の 領 域 で 不 規 則 に 分 割 さ
れ る よ う 構 成 し た の で 、 液 晶 表 示 デ バ イ ス は 、 液 晶 パ ネ ル の つ な ぎ 目 が 表 示 さ れ な い よ う
に で き る と い う 効 果 を 奏 す る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 ま た 、 請 求 項 ７ の 発 明 に よ れ ば 、 複 数 の ゲ ー ト バ ス ラ イ ン は 、 対 向 す る 複 数 の ゲ ー ト ド
ラ イ バ の 間 で 規 則 的 に 分 割 さ れ る よ う 構 成 し た の で 、 液 晶 表 示 デ バ イ ス は 、 液 晶 パ ネ ル の
つ な ぎ 目 が 表 示 さ れ な い よ う に で き る と い う 効 果 を 奏 す る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 ま た 、 請 求 項 ８ の 発 明 に よ れ ば 、 複 数 の ゲ ー ト バ ス ラ イ ン は 、 対 向 す る 複 数 の ゲ ー ト ド
ラ イ バ の 間 の 中 央 を 挟 ん で 規 則 的 に 分 割 さ れ る よ う 構 成 し た の で 、 液 晶 表 示 デ バ イ ス は 、
液 晶 パ ネ ル の つ な ぎ 目 が 表 示 さ れ な い よ う に で き る と い う 効 果 を 奏 す る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 ま た 、 請 求 項 ９ の 発 明 に よ れ ば 、 複 数 の ゲ ー ト バ ス ラ イ ン は 、 対 向 す る 複 数 の ゲ ー ト ド
ラ イ バ の 間 の 中 央 か ら い ず れ か 一 方 の 複 数 の ゲ ー ト ド ラ イ バ 寄 り の 領 域 で 規 則 的 に 分 割 さ
れ る よ う 構 成 し た の で 、 液 晶 表 示 デ バ イ ス は 、 液 晶 パ ネ ル の つ な ぎ 目 が 表 示 さ れ な い よ う
に で き る と い う 効 果 を 奏 す る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 ま た 、 請 求 項 １ ０ の 発 明 に よ れ ば 、 複 数 の デ ー タ バ ス ラ イ ン は 、 対 向 す る 複 数 の ソ ー ス
ド ラ イ バ の 間 で 規 則 的 に 分 割 さ れ る よ う 構 成 し た の で 、 液 晶 表 示 デ バ イ ス は 、 液 晶 パ ネ ル
の つ な ぎ 目 が 表 示 さ れ な い よ う に で き る と い う 効 果 を 奏 す る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
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　 ま た 、 請 求 項 １ １ の 発 明 に よ れ ば 、 複 数 の デ ー タ バ ス ラ イ ン は 、 対 向 す る 複 数 の ソ ー ス
ド ラ イ バ の 間 の 中 央 を 挟 ん で 規 則 的 に 分 割 さ れ る よ う 構 成 し た の で 、 液 晶 表 示 デ バ イ ス は
、 液 晶 パ ネ ル の つ な ぎ 目 が 表 示 さ れ な い よ う に で き る と い う 効 果 を 奏 す る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 ま た 、 請 求 項 １ ２ の 発 明 に よ れ ば 、 複 数 の デ ー タ バ ス ラ イ ン は 、 対 向 す る 複 数 の ソ ー ス
ド ラ イ バ の 間 の 中 央 か ら い ず れ か 一 方 の 複 数 の ソ ー ス ド ラ イ バ 寄 り の 領 域 で 規 則 的 に 分 割
さ れ る よ う 構 成 し た の で 、 液 晶 表 示 デ バ イ ス は 、 液 晶 パ ネ ル の つ な ぎ 目 が 表 示 さ れ な い よ
う に で き る と い う 効 果 を 奏 す る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 以 下 に 添 付 図 面 を 参 照 し て 、 こ の 発 明 に 係 る 液 晶 表 示 デ バ イ ス の 好 適 な 実 施 例 １ ～ ３ を
詳 細 に 説 明 す る 。
（ １ ） 実 施 例 １ で は 、 複 数 の ゲ ー ト バ ス ラ イ ン が 対 向 す る 複 数 の ゲ ー ト ド ラ イ バ の 間 で 不
　 　 規 則 に 分 割 さ れ る 場 合 に つ い て 説 明 す る 。
（ ２ ） 実 施 例 ２ で は 、 複 数 の ゲ ー ト バ ス ラ イ ン が 対 向 す る 複 数 の ゲ ー ト ド ラ イ バ の 間 で 規
　 　 則 的 に 分 割 さ れ る 場 合 に つ い て 説 明 す る 。
（ ３ ） 実 施 例 ３ で は 、 複 数 の デ ー タ バ ス ラ イ ン が 対 向 す る 複 数 の ソ ー ス ド ラ イ バ の 間 で 規
　 　 則 的 に 分 割 さ れ る 場 合 に つ い て 説 明 す る 。
【 実 施 例 １ 】
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 本 実 施 例 で は 、 複 数 の ゲ ー ト バ ス ラ イ ン が 対 向 す る 複 数 の ゲ ー ト ド ラ イ バ の 間 で 不 規 則
に 分 割 さ れ る 場 合 に つ い て 説 明 す る 。 こ こ で は 、 （ １ ） 液 晶 表 示 デ バ イ ス の 概 要 と 主 要 な
特 徴 、 （ ２ ） 液 晶 表 示 デ バ イ ス の 構 成 、 （ ３ ） 液 晶 パ ネ ル の ゲ ー ト バ ス ラ イ ン の 分 割 の 順
番 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
（ １ ） 液 晶 表 示 デ バ イ ス の 概 要 と 主 要 な 特 徴
　 ま ず 、 図 １ ～ 図 ２ を 参 照 し て 、 本 実 施 例 に 係 る 液 晶 表 示 デ バ イ ス の 概 要 と 主 要 な 特 徴 に
つ い て 説 明 す る 。 図 １ は 、 実 施 例 １ に 係 る 液 晶 表 示 デ バ イ ス １ の 構 成 を 示 す 構 成 図 で あ る
。 ま た 、 図 ２ は 、 実 施 例 １ に 係 る 液 晶 表 示 デ バ イ ス １ の 別 の 構 成 を 示 す 構 成 図 で あ る 。 な
お 、 図 １ お よ び 図 ２ の 構 成 は 、 ゲ ー ト バ ス ラ イ ン を 分 割 す る 位 置 が 相 違 す る 点 を 除 き 同 一
で あ る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 図 １ ～ 図 ２ に 示 す よ う に 、 本 実 施 例 に 係 る 液 晶 表 示 デ バ イ ス １ は 、 映 像 信 号 を 伝 送 す る
デ ー タ バ ス ラ イ ン （ １ ０ ａ － １ ～ １ ０ ａ － ６ 、 １ ０ ｂ － １ ～ １ ０ ｂ － ６ ） と 、 デ ー タ バ ス
ラ イ ン （ １ ０ ａ － １ ～ １ ０ ａ － ６ 、 １ ０ ｂ － １ ～ １ ０ ｂ － ６ ） に 映 像 信 号 を 出 力 す る ソ ー
ス ド ラ イ バ （ １ ０ ａ 、 １ ０ ｂ ） と 、 デ ー タ バ ス ラ イ ン （ １ ０ ａ － １ ～ １ ０ ａ － ６ 、 １ ０ ｂ
－ １ ～ １ ０ ｂ － ６ ） に 交 差 す る ゲ ー ト バ ス ラ イ ン （ ２ ０ ａ － １ ～ ２ ０ ａ － ８ 、 ２ ０ ｂ － １
～ ２ ０ ｂ － ８ ） と 、 ゲ ー ト バ ス ラ イ ン （ ２ ０ ａ － １ ～ ２ ０ ａ － ８ 、 ２ ０ ｂ － １ ～ ２ ０ ｂ －
８ ） を 介 し て 各 々 が 対 向 す る 位 置 に 配 置 さ れ る ゲ ー ト ド ラ イ バ （ ２ ０ ａ 、 ２ ０ ｂ ） と 、 デ
ー タ バ ス ラ イ ン （ １ ０ ａ － １ ～ １ ０ ａ － ６ 、 １ ０ ｂ － １ ～ １ ０ ｂ － ６ ） と ゲ ー ト バ ス ラ イ
ン （ ２ ０ ａ － １ ～ ２ ０ ａ － ８ 、 ２ ０ ｂ － １ ～ ２ ０ ｂ － ８ ） の 各 交 差 点 に 配 置 さ れ た 画 素 電
極 ４ と 、 ゲ ー ト 電 極 を ゲ ー ト バ ス ラ イ ン （ ２ ０ ａ ０ － １ ～ ２ ０ ａ － ８ 、 ２ ０ ｂ － １ ～ ２ ０
ｂ － ８ ） に 接 続 し 、 ソ ー ス 電 極 を デ ー タ バ ス ラ イ ン （ １ ０ ａ － １ ～ １ ０ ａ － ６ 、 １ ０ ｂ －
１ ～ １ ０ ｂ － ６ ） に 接 続 し 、 ま た ド レ イ ン 電 極 を 画 素 電 極 ４ に 接 続 し た Ｔ Ｆ Ｔ ５ と 、 を 有
す る デ バ イ ス で あ り 、 液 晶 表 示 デ バ イ ス １ は 、 液 晶 パ ネ ル ２ の つ な ぎ 目 が 表 示 さ れ な い よ
う に で き る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 ま た 、 図 １ ～ 図 ２ に 示 す よ う に 、 ゲ ー ト バ ス ラ イ ン （ ２ ０ ａ － １ ～ ２ ０ ａ － ８ 、 ２ ０ ｂ
－ １ ～ ２ ０ ｂ － ８ ） は 、 ゲ ー ト ド ラ イ バ ２ ０ ａ と ゲ ー ト ド ラ イ バ ２ ０ ｂ と の 間 で 不 規 則 に
分 割 さ れ る こ と と し た の で 、 液 晶 表 示 デ バ イ ス １ は 、 液 晶 パ ネ ル ２ の つ な ぎ 目 が 表 示 さ れ

10

20

30

40

50

(7) JP 2005-338622 A 2005.12.8



な い よ う に で き る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
（ ２ ） 液 晶 表 示 デ バ イ ス の 構 成
　 図 １ を 参 照 し て 、 本 実 施 例 に 係 る 液 晶 表 示 デ バ イ ス １ の 構 成 に つ い て 説 明 す る 。 同 図 に
示 す よ う に 、 液 晶 表 示 デ バ イ ス １ は 、 液 晶 パ ネ ル ２ 、 ソ ー ス ド ラ イ バ （ １ ０ ａ 、 １ ０ ｂ ）
、 ゲ ー ト ド ラ イ バ （ ２ ０ ａ 、 ２ ０ ｂ ） を 有 す る 。 液 晶 パ ネ ル ２ は 、 直 交 し て 配 置 さ れ た ２
枚 の 偏 向 板 に 挟 ま れ た 液 晶 の 配 列 を 印 加 電 圧 に よ っ て 制 御 し て 画 像 を 表 示 す る 画 像 表 示 パ
ネ ル で あ り 、 デ ー タ バ ス ラ イ ン （ １ ０ ａ － １ ～ １ ０ ａ － ６ 、 １ ０ ｂ － １ ～ １ ０ ｂ － ６ ） 、
ゲ ー ト バ ス ラ イ ン （ ２ ０ ａ － １ ～ ２ ０ ａ － ８ 、 ２ ０ ｂ － １ ～ ２ ０ ｂ － ８ ） 、 デ ー タ バ ス ラ
イ ン （ １ ０ ａ － １ ～ １ ０ ａ － ６ 、 １ ０ ｂ － １ ～ １ ０ ｂ － ６ ） と ゲ ー ト バ ス ラ イ ン （ ２ ０ ａ
－ １ ～ ２ ０ ａ － ８ 、 ２ ０ ｂ － １ ～ ２ ０ ｂ － ８ ） の 交 差 点 に 接 続 さ れ た 画 素 電 極 ４ お よ び Ｔ
Ｆ Ｔ ５ を 有 す る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 デ ー タ バ ス ラ イ ン （ １ ０ ａ － １ ～ １ ０ ａ － ６ 、 １ ０ ｂ － １ ～ １ ０ ｂ － ６ ） は 、 映 像 信 号
を 画 素 電 極 ４ に 伝 送 す る デ ー タ ラ イ ン で あ る 。 ま た 、 ゲ ー ト バ ス ラ イ ン （ ２ ０ ａ － １ ～ ２
０ ａ － ８ 、 ２ ０ ｂ － １ ～ ２ ０ ｂ － ８ ） は 、 デ ー タ バ ス ラ イ ン （ １ ０ ａ － １ ～ １ ０ ａ － ６ 、
１ ０ ｂ － １ ～ １ ０ ｂ － ６ ） に 接 続 す る 画 素 電 極 ４ を 走 査 す る 走 査 ラ イ ン で あ る 。 ま た 、 画
素 電 極 ４ は 、 液 晶 に 電 圧 を 印 加 す る 電 極 で あ る 。 ま た 、 Ｔ Ｆ Ｔ ５ は 、 ゲ ー ト 電 極 を ゲ ー ト
バ ス ラ イ ン （ ２ ０ ａ － １ ～ ２ ０ ａ － ８ 、 ２ ０ ｂ － １ ～ ２ ０ ｂ － ８ ） に 接 続 し 、 ソ ー ス 電 極
を デ ー タ バ ス ラ イ ン （ １ ０ ａ － １ ～ １ ０ ａ － ６ 、 １ ０ ｂ － １ ～ １ ０ ｂ － ６ ） に 接 続 し 、 ま
た 、 ド レ イ ン 電 極 を 画 素 電 極 ４ に 接 続 し た 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ で あ る 。 ま た 、 Ｔ Ｆ Ｔ ５ は 、
ス イ ッ チ ン グ 動 作 に よ り あ る 時 間 に 印 加 さ れ た 電 圧 を 次 に 電 圧 が 印 加 さ れ る ま で 保 持 す る
。
【 ０ ０ ４ ９ 】
（ ３ ） 液 晶 パ ネ ル の ゲ ー ト バ ス ラ イ ン の 分 割
　 次 に 、 図 １ お よ び 図 ２ を 参 照 し て 、 液 晶 パ ネ ル ２ の ゲ ー ト バ ス ラ イ ン （ ２ ０ ａ － １ ～ ２
０ ａ － ８ 、 ２ ０ ｂ － １ ～ ２ ０ ｂ － ８ ） の 分 割 に つ い て 説 明 す る 。 図 １ に 示 す よ う に 、 ゲ ー
ト バ ス ラ イ ン ２ ０ ａ － １ と ゲ ー ト バ ス ラ イ ン ２ ０ ｂ － １ は 、 ゲ ー ト ド ラ イ バ ２ ０ ａ か ら ７
番 目 の ゲ ー ト 電 極 、 ま た は ゲ ー ト ド ラ イ バ ２ ０ ｂ か ら ５ 番 目 の ゲ ー ト 電 極 で 分 割 さ れ て い
る 。 し た が っ て 、 ゲ ー ト ド ラ イ バ ２ ０ ａ は 、 ゲ ー ト ド ラ イ バ ２ ０ ａ か ら ７ 番 目 ま で の ゲ ー
ト 電 極 を 走 査 し 、 ゲ ー ト ド ラ イ バ ２ ０ ｂ は 、 ゲ ー ト ド ラ イ バ ２ ０ ｂ か ら ５ 番 目 ま で の ゲ ー
ト 電 極 を 走 査 す る 。 結 果 的 に 、 ゲ ー ト ド ラ イ バ ２ ０ ａ に よ っ て ゲ ー ト ド ラ イ バ ２ ０ ａ か ら
７ 番 目 ま で の 画 素 電 極 に 画 素 信 号 が 書 き 込 ま れ 、 ゲ ー ト ド ラ イ バ ２ ０ ｂ に よ っ て ゲ ー ト ド
ラ イ バ ２ ０ ｂ か ら ５ 番 目 ま で の 画 素 電 極 に 映 像 信 号 が 書 き 込 ま れ る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 同 様 に 、 ゲ ー ト バ ス ラ イ ン ２ ０ ａ － ２ と ゲ ー ト バ ス ラ イ ン ２ ０ ｂ － ２ は 、 ゲ ー ト ド ラ イ
バ ２ ０ ａ か ら ６ 番 目 の ゲ ー ト 電 極 、 ま た は ゲ ー ト ド ラ イ バ ２ ０ ｂ か ら ６ 番 目 の ゲ ー ト 電 極
で 分 割 さ れ て い る 。 し た が っ て 、 ゲ ー ト ド ラ イ バ ２ ０ ａ は 、 ゲ ー ト ド ラ イ バ ２ ０ ａ か ら ６
番 目 ま で の ゲ ー ト 電 極 を 走 査 し 、 ゲ ー ト ド ラ イ バ ２ ０ ｂ は 、 ゲ ー ト ド ラ イ バ ２ ０ ｂ か ら ６
番 目 ま で の ゲ ー ト 電 極 を 走 査 す る 。 結 果 的 に 、 ゲ ー ト ド ラ イ バ ２ ０ ａ に よ っ て ゲ ー ト ド ラ
イ バ ２ ０ ａ か ら ６ 番 目 ま で の 画 素 電 極 に 画 素 信 号 が 書 き 込 ま れ 、 ゲ ー ト ド ラ イ バ ２ ０ ｂ に
よ っ て ゲ ー ト ド ラ イ バ ２ ０ ｂ か ら ６ 番 目 ま で の 画 素 電 極 に 映 像 信 号 が 書 き 込 ま れ る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 図 １ の 太 い 実 線 は 、 ゲ ー ト ド ラ イ バ ２ ０ ａ と ゲ ー ト ド ラ イ バ ２ ０ ｂ に よ っ て 走 査 さ れ る
液 晶 パ ネ ル ２ の 領 域 の 境 界 を 示 し て い る 。 こ の よ う に 、 ゲ ー ト ド ラ イ バ ２ ０ ａ と ゲ ー ト ド
ラ イ バ ２ ０ ｂ に よ っ て 走 査 さ れ る 液 晶 パ ネ ル ２ の 領 域 を 対 向 す る ゲ ー ト ド ラ イ バ の ２ ０ ａ
、 ２ ０ ｂ の 間 の 中 央 を 挟 ん で 不 規 則 に 分 割 す る こ と に よ り 、 液 晶 表 示 デ バ イ ス １ は 、 液 晶
パ ネ ル ２ の つ な ぎ 目 が 表 示 さ れ な い よ う に で き る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 ま た 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 ゲ ー ト バ ス ラ イ ン （ ２ ０ ａ － １ ～ ２ ０ ａ － ８ 、 ２ ０ ｂ － １ ～
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２ ０ ｂ － ８ ） は 、 対 向 す る ゲ ー ト ド ラ イ バ ２ ０ ａ と ゲ ー ト ド ラ イ バ ２ ０ ｂ の 間 の 中 央 か ら
ゲ ー ト ド ラ イ バ ２ ０ ｂ 寄 り の 領 域 で 不 規 則 に 分 割 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 こ の よ う に 、 ゲ ー ト バ ス ラ イ ン （ ２ ０ ａ － １ ～ ２ ０ ａ － ８ 、 ２ ０ ｂ － １ ～ ２ ０ ｂ － ８ ）
は 、 対 向 す る ゲ ー ト ド ラ イ バ ２ ０ ａ と ゲ ー ト ド ラ イ バ ２ ０ ｂ の 間 の 中 央 か ら ゲ ー ト ド ラ イ
バ ２ ０ ｂ 寄 り の 領 域 で 不 規 則 に 分 割 さ れ て い る こ と に よ り 、 液 晶 表 示 デ バ イ ス １ は 、 液 晶
パ ネ ル ２ の つ な ぎ 目 が 表 示 さ れ な い よ う に で き る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 上 述 し て き た よ う に 、 本 実 施 例 １ で は 、 ゲ ー ト バ ス ラ イ ン （ ２ ０ ａ － １ ～ ２ ０ ａ － ８ 、
２ ０ ｂ － １ ～ ２ ０ ｂ － ８ ） は 、 対 向 す る ゲ ー ト ド ラ イ バ ２ ０ ａ と ゲ ー ト ド ラ イ バ ２ ０ ｂ の
間 で 不 規 則 に 分 割 さ れ る こ と と し た の で 、 液 晶 表 示 デ バ イ ス １ は 、 液 晶 パ ネ ル ２ の つ な ぎ
目 が 表 示 さ れ な い よ う に で き る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 ま た 、 ゲ ー ト バ ス ラ イ ン （ ２ ０ ａ － １ ～ ２ ０ ａ － ８ 、 ２ ０ ｂ － １ ～ ２ ０ ｂ － ８ ） は 、 対
向 す る ゲ ー ト ド ラ イ バ ２ ０ ａ と ゲ ー ト ド ラ イ バ ２ ０ ｂ の 間 の 中 央 を 挟 ん で 不 規 則 に 分 割 さ
れ る こ と と し た の で 、 液 晶 表 示 デ バ イ ス １ は 、 液 晶 パ ネ ル ２ の つ な ぎ 目 が 表 示 さ れ な い よ
う に で き る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 ま た 、 ゲ ー ト バ ス ラ イ ン （ ２ ０ ａ － １ ～ ２ ０ ａ － ８ 、 ２ ０ ｂ － １ ～ ２ ０ ｂ － ８ ） は 、 対
向 す る ゲ ー ト ド ラ イ バ ２ ０ ａ と ゲ ー ト ド ラ イ バ ２ ０ ｂ の 間 の 中 央 か ら ゲ ー ト ド ラ イ バ ２ ０
ｂ 寄 り の 領 域 で 不 規 則 に 分 割 さ れ て い る こ と と し た の で 、 液 晶 表 示 デ バ イ ス １ は 、 液 晶 パ
ネ ル ２ の つ な ぎ 目 が 表 示 さ れ な い よ う に で き る 。
【 実 施 例 ２ 】
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 実 施 例 ２ で は 、 複 数 の ゲ ー ト バ ス ラ イ ン が 対 向 す る 複 数 の ゲ ー ト ド ラ イ バ の 間 で 規 則 的
に 分 割 さ れ る 場 合 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 図 ３ ～ 図 ６ を 参 照 し て 、 実 施 例 ２ に 係 る 液 晶 表 示 デ バ イ ス １ の 構 成 に つ い て 説 明 す る 。
図 ３ は 、 実 施 例 ２ に 係 る 液 晶 表 示 デ バ イ ス の 構 成 を 示 す 構 成 図 で あ る 。 ま た 、 図 ４ は 、 実
施 例 ２ に 係 る 液 晶 表 示 デ バ イ ス の 別 の 構 成 を 示 す 構 成 図 で あ る 。 ま た 、 図 ５ は 、 実 施 例 ２
に 係 る 液 晶 表 示 デ バ イ ス の さ ら に 別 の 構 成 を 示 す 構 成 図 で あ る 。 ま た 、 図 ６ は 、 実 施 例 ２
に 係 る 液 晶 表 示 デ バ イ ス の さ ら に 異 な る 構 成 を 示 す 構 成 図 で あ る 。 な お 、 図 ３ ～ 図 ６ の 構
成 は 、 ゲ ー ト バ ス ラ イ ン を 分 割 す る 位 置 が 相 違 す る 点 を 除 き 同 一 で あ る 。 こ こ で は 、 実 施
例 １ の 図 １ ～ 図 ２ と 相 違 す る 部 分 に つ い て 説 明 し 、 共 通 な 部 分 に つ い て は 説 明 を 省 略 す る
。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 図 ３ に 示 す よ う に 、 ゲ ー ト バ ス ラ イ ン ２ ０ ａ － １ と ゲ ー ト バ ス ラ イ ン ２ ０ ｂ － １ は 、 ゲ
ー ト ド ラ イ バ ２ ０ ａ か ら ７ 番 目 の ゲ ー ト 電 極 、 ま た は ゲ ー ト ド ラ イ バ ２ ０ ｂ か ら ５ 番 目 の
ド レ イ ン 電 極 で 分 割 さ れ て い る 。 し た が っ て 、 ゲ ー ト ド ラ イ バ ２ ０ ａ は 、 ゲ ー ト ド ラ イ バ
２ ０ ａ か ら ７ 番 目 ま で の ゲ ー ト 電 極 を 走 査 し 、 ゲ ー ト ド ラ イ バ ２ ０ ｂ は 、 ゲ ー ト ド ラ イ バ
２ ０ ｂ か ら ５ 番 目 ま で の ゲ ー ト 電 極 を 走 査 す る 。 結 果 的 に 、 ゲ ー ト ド ラ イ バ ２ ０ ａ に よ っ
て ゲ ー ト ド ラ イ バ ２ ０ ａ か ら ７ 番 目 ま で の 画 素 電 極 に 画 素 信 号 が 書 き 込 ま れ 、 ゲ ー ト ド ラ
イ バ ２ ０ ｂ に よ っ て ゲ ー ト ド ラ イ バ ２ ０ ｂ か ら ５ 番 目 ま で の 画 素 電 極 に 映 像 信 号 が 書 き 込
ま れ る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 同 様 に 、 ゲ ー ト バ ス ラ イ ン ２ ０ ａ － ２ と ゲ ー ト バ ス ラ イ ン ２ ０ ｂ － ２ は 、 ゲ ー ト ド ラ イ
バ ２ ０ ａ か ら ５ 番 目 の ゲ ー ト 電 極 、 ま た は ゲ ー ト ド ラ イ バ ２ ０ ｂ か ら ７ 番 目 の ド レ イ ン 電
極 で 分 割 さ れ て い る 。 し た が っ て 、 ゲ ー ト ド ラ イ バ ２ ０ ａ は 、 ゲ ー ト ド ラ イ バ ２ ０ ａ か ら
５ 番 目 ま で の ゲ ー ト 電 極 を 走 査 し 、 ゲ ー ト ド ラ イ バ ２ ０ ｂ は 、 ゲ ー ト ド ラ イ バ ２ ０ ｂ か ら
７ 番 目 ま で の ゲ ー ト 電 極 を 走 査 す る 。 結 果 的 に 、 ゲ ー ト ド ラ イ バ ２ ０ ａ に よ っ て ゲ ー ト ド

10

20

30

40

50

(9) JP 2005-338622 A 2005.12.8



ラ イ バ ２ ０ ａ か ら ５ 番 目 ま で の 画 素 電 極 に 画 素 信 号 が 書 き 込 ま れ 、 ゲ ー ト ド ラ イ バ ２ ０ ｂ
に よ っ て ゲ ー ト ド ラ イ バ ２ ０ ｂ か ら ７ 番 目 ま で の 画 素 電 極 に 映 像 信 号 が 書 き 込 ま れ る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 図 ３ の 太 い 実 線 は 、 ゲ ー ト ド ラ イ バ ２ ０ ａ と ゲ ー ト ド ラ イ バ ２ ０ ｂ に よ っ て 走 査 さ れ る
液 晶 パ ネ ル ２ の 領 域 の 境 界 を 示 し て い る 。 こ の よ う に 、 ゲ ー ト ド ラ イ バ ２ ０ ａ と ２ ０ ｂ が
走 査 す る 領 域 を ゲ ー ト バ ス ラ イ ン ご と に 対 向 す る ゲ ー ト ド ラ イ バ ２ ０ ａ 、 ２ ０ ｂ の 間 の 中
央 を 挟 ん で 規 則 的 に 分 割 す る こ と に よ り 、 液 晶 表 示 デ バ イ ス １ は 、 液 晶 パ ネ ル ２ の つ な ぎ
目 が 表 示 さ れ な い よ う に で き る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 ま た 、 図 ４ の 太 い 実 線 で 示 す よ う に 、 ゲ ー ト ド ラ イ バ ２ ０ ａ と ２ ０ ｂ が 走 査 す る 領 域 を
２ 本 の ゲ ー ト バ ス ラ イ ン ご と に 対 向 す る ゲ ー ト ド ラ イ バ ２ ０ ａ 、 ２ ０ ｂ の 間 の 中 央 を 挟 ん
で 規 則 的 に 分 割 す る こ と に よ り 、 液 晶 表 示 デ バ イ ス １ は 、 液 晶 パ ネ ル ２ の つ な ぎ 目 が 表 示
さ れ な い よ う に で き る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 ま た 、 図 ５ に 示 す よ う に 、 ゲ ー ト バ ス ラ イ ン （ ２ ０ ａ － １ ～ ２ ０ ａ － ８ 、 ２ ０ ｂ － １ ～
２ ０ ｂ － ８ ） は 、 対 向 す る ゲ ー ト ド ラ イ バ ２ ０ ａ と ゲ ー ト ド ラ イ バ ２ ０ ｂ の 間 の 中 央 か ら
ゲ ー ト ド ラ イ バ ２ ０ ｂ 寄 り の 領 域 で 分 割 さ れ て い る 。 ま た 、 図 ３ と 同 様 に 、 ゲ ー ト バ ス ラ
イ ン （ ２ ０ ａ － １ ～ ２ ０ ａ － ８ 、 ２ ０ ｂ － １ ～ ２ ０ ｂ － ８ ） は 、 ゲ ー ト バ ス ラ イ ン ご と に
規 則 的 に 分 割 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 こ の よ う に 、 ゲ ー ト バ ス ラ イ ン （ ２ ０ ａ － １ ～ ２ ０ ａ － ８ 、 ２ ０ ｂ － １ ～ ２ ０ ｂ － ８ ）
は 、 ゲ ー ト バ ス ラ イ ン ご と に 対 向 す る ゲ ー ト ド ラ イ バ ２ ０ ａ と ゲ ー ト ド ラ イ バ ２ ０ ｂ の 間
の 中 央 か ら ゲ ー ト ド ラ イ バ ２ ０ ｂ 寄 り の 領 域 で 規 則 的 に 分 割 さ れ る こ と に よ り 、 液 晶 表 示
デ バ イ ス １ は 、 液 晶 パ ネ ル ２ の つ な ぎ 目 が 表 示 さ れ な い よ う に で き る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 ま た 、 図 ６ に 示 す よ う に 、 ゲ ー ト バ ス ラ イ ン （ ２ ０ ａ － １ ～ ２ ０ ａ － ８ 、 ２ ０ ｂ － １ ～
２ ０ ｂ － ８ ） は 、 対 向 す る ゲ ー ト ド ラ イ バ ２ ０ ａ と ゲ ー ト ド ラ イ バ ２ ０ ｂ の 間 の 中 央 か ら
ゲ ー ト ド ラ イ バ ２ ０ ｂ 寄 り の 領 域 で 分 割 さ れ て い る 。 ま た 、 図 ４ と 同 様 に 、 ゲ ー ト バ ス ラ
イ ン （ ２ ０ ａ － １ ～ ２ ０ ａ － ８ 、 ２ ０ ｂ － １ ～ ２ ０ ｂ － ８ ） は 、 ２ 本 の ゲ ー ト バ ス ラ イ ン
ご と に 規 則 的 に 分 割 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 こ の よ う に 、 ゲ ー ト バ ス ラ イ ン （ ２ ０ ａ － １ ～ ２ ０ ａ － ８ 、 ２ ０ ｂ － １ ～ ２ ０ ｂ － ８ ）
は 、 ２ 本 の ゲ ー ト バ ス ラ イ ン ご と に 対 向 す る ゲ ー ト ド ラ イ バ ２ ０ ａ と ゲ ー ト ド ラ イ バ ２ ０
ｂ の 間 の 中 央 か ら ゲ ー ト ド ラ イ バ ２ ０ ｂ 寄 り の 領 域 で 規 則 的 に 分 割 さ れ る こ と に よ り 、 液
晶 表 示 デ バ イ ス １ は 、 液 晶 パ ネ ル ２ の つ な ぎ 目 が 表 示 さ れ な い よ う に で き る 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 上 述 し て き た よ う に 、 本 実 施 例 ２ で は 、 ゲ ー ト バ ス ラ イ ン （ ２ ０ ａ － １ ～ ２ ０ ａ － ８ 、
２ ０ ｂ － １ ～ ２ ０ ｂ － ８ ） は 、 対 向 す る ゲ ー ト ド ラ イ バ ２ ０ ａ と ゲ ー ト ド ラ イ バ ２ ０ ｂ の
間 で 規 則 的 に 分 割 さ れ る こ と と し た の で 、 液 晶 表 示 デ バ イ ス １ は 、 液 晶 パ ネ ル ２ の つ な ぎ
目 が 表 示 さ れ な い よ う に で き る 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 ま た 、 ゲ ー ト バ ス ラ イ ン （ ２ ０ ａ － １ ～ ２ ０ ａ － ８ 、 ２ ０ ｂ － １ ～ ２ ０ ｂ － ８ ） は 、 対
向 す る ゲ ー ト ド ラ イ バ ２ ０ ａ と ゲ ー ト ド ラ イ バ ２ ０ ｂ の 間 の 中 央 を 挟 ん で 規 則 的 に 分 割 さ
れ る こ と と し た の で 、 液 晶 表 示 デ バ イ ス １ は 、 液 晶 パ ネ ル ２ の つ な ぎ 目 が 表 示 さ れ な い よ
う に で き る 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 ま た 、 ゲ ー ト バ ス ラ イ ン （ ２ ０ ａ － １ ～ ２ ０ ａ － ８ 、 ２ ０ ｂ － １ ～ ２ ０ ｂ － ８ ） は 、 対
向 す る ゲ ー ト ド ラ イ バ ２ ０ ａ と ゲ ー ト ド ラ イ バ ２ ０ ｂ の 間 の 中 央 か ら ゲ ー ト ド ラ イ バ ２ ０
ｂ 寄 り の 領 域 で 規 則 的 に 分 割 さ れ る こ と と し た の で 、 液 晶 表 示 デ バ イ ス １ は 、 液 晶 パ ネ ル
２ の つ な ぎ 目 が 表 示 さ れ な い よ う に で き る 。
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【 実 施 例 ３ 】
【 ０ ０ ７ ０ 】
　 実 施 例 ３ で は 、 複 数 の デ ー タ バ ス ラ イ ン が 対 向 す る 複 数 の ソ ー ス ド ラ イ バ の 間 で 規 則 的
に 分 割 さ れ る 場 合 に つ い て 説 明 す る 。 図 ７ ～ 図 ９ を 参 照 し て 、 実 施 例 ３ に 係 る 液 晶 表 示 デ
バ イ ス １ ａ の 構 成 に つ い て 説 明 す る 。 図 ７ は 、 実 施 例 ３ に 係 る 液 晶 表 示 デ バ イ ス １ ａ の 構
成 を 示 す 構 成 図 で あ る 。 ま た 、 図 ８ は 、 実 施 例 ３ に 係 る 液 晶 表 示 デ バ イ ス １ ａ の 別 の 構 成
を 示 す 構 成 図 で あ る 。 ま た 、 図 ９ は 、 実 施 例 ３ に 係 る 液 晶 表 示 デ バ イ ス １ ａ の さ ら に 別 の
構 成 を 示 す 構 成 図 で あ る 。 な お 、 図 ７ ～ 図 ９ の 構 成 は 、 ゲ ー ト バ ス ラ イ ン を 分 割 す る 位 置
が 相 違 す る 点 を 除 き 同 一 で あ る 。 こ こ で は 、 実 施 例 １ の 図 １ ～ ２ と 相 違 す る 部 分 に つ い て
説 明 し 、 共 通 な 部 分 に つ い て は 説 明 を 省 略 す る 。
【 ０ ０ ７ １ 】
　 図 ７ に 示 す よ う に 、 液 晶 表 示 デ バ イ ス １ ａ は 、 液 晶 パ ネ ル ２ ａ 、 ソ ー ス ド ラ イ バ （ １ ０
ａ 、 １ ０ ｂ 、 １ ０ ｃ 、 １ ０ ｄ ） 、 ゲ ー ト ド ラ イ バ （ ２ ０ ａ 、 ２ ０ ｂ 、 ２ ０ ｃ 、 ２ ０ ｄ ） を
有 す る 。 実 施 例 １ の 図 １ ～ 図 ２ と の 構 成 の 相 違 は 、 ソ ー ス ド ラ イ バ （ １ ０ ｃ 、 １ ０ ｄ ） 、
ゲ ー ト ド ラ イ バ （ ２ ０ ｃ 、 ２ ０ ｄ ） 、 デ ー タ バ ス ラ イ ン （ １ ０ ｃ － １ ～ １ ０ ｃ － ６ 、 １ ０
ｄ － １ ～ １ ０ ｄ － ６ ） 、 ゲ ー ト バ ス ラ イ ン （ ２ ０ ｃ － １ ～ １ ０ ｃ － ８ 、 ２ ０ ｄ － １ ～ ２ ０
ｄ － ８ ） が さ ら に 追 加 さ れ た こ と で あ る 。 ソ ー ス ド ラ イ バ （ １ ０ ｃ 、 １ ０ ｄ ） は 、 デ ー タ
バ ス ラ イ ン （ １ ０ ｃ － １ ～ １ ０ ｃ － ６ 、 １ ０ ｄ － １ ～ １ ０ ｄ － ６ ） を 介 し て 画 素 電 極 ４ に
映 像 信 号 を 出 力 す る 。 ま た 、 ゲ ー ト ド ラ イ バ （ ２ ０ ｃ 、 ２ ０ ｄ ） は 、 ゲ ー ト バ ス ラ イ ン （
２ ０ ｃ － １ ～ ２ ０ ｃ － ８ 、 ２ ０ ｄ － １ ～ ２ ０ ｄ － ８ ） を 介 し て 画 素 電 極 ４ を 走 査 す る 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
　 図 ７ に 示 す よ う に 、 デ ー タ バ ス ラ イ ン １ ０ ａ － １ と デ ー タ バ ス ラ イ ン １ ０ ｃ － １ は 、 ソ
ー ス ド ラ イ バ １ ０ ａ か ら ９ 番 目 の ソ ー ス 電 極 、 ま た は ソ ー ス ド ラ イ バ １ ０ ｃ か ら ７ 番 目 の
ソ ー ス 電 極 で 分 割 さ れ て い る 。 ま た 、 デ ー タ バ ス ラ イ ン １ ０ ａ － ２ と １ ０ ｃ － ２ は 、 ソ ー
ス ド ラ イ バ １ ０ ａ か ら ７ 番 目 の ソ ー ス 電 極 、 ま た は ソ ー ス ド ラ イ バ １ ０ ｃ か ら ９ 番 目 の ソ
ー ス 電 極 で 分 割 さ れ て い る 。 こ の よ う に 、 デ ー タ バ ス ラ イ ン （ １ ０ ａ － １ ～ １ ０ ａ － ６ ）
と （ １ ０ ｃ － １ ～ １ ０ ｃ － ６ ） は 、 ソ ー ス ド ラ イ バ １ ０ ａ と ソ ー ス ド ラ イ バ １ ０ ｃ の 間 の
中 央 を 挟 ん で 規 則 的 に 分 割 さ れ る 。 ま た 、 デ ー タ バ ス ラ イ ン （ １ ０ ｂ － １ ～ １ ０ ｂ － ６ ）
と デ ー タ バ ス ラ イ ン （ １ ０ ｄ － １ ～ １ ０ ｄ － ６ ） も 、 同 様 で あ る 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
　 一 方 、 ゲ ー ト バ ス ラ イ ン （ ２ ０ ａ － １ ～ ２ ０ ａ － ８ ） と ゲ ー ト バ ス ラ イ ン （ ２ ０ ｂ － １
～ ２ ０ ｂ － ８ ） は 、 実 施 例 １ の 図 １ に 示 す よ う に 、 ゲ ー ト ド ラ イ バ ２ ０ ａ と ゲ ー ト ド ラ イ
バ ２ ０ ｂ の 中 央 を 挟 ん で 不 規 則 に 分 割 さ れ る 。 ま た 、 ゲ ー ト バ ス ラ イ ン （ ２ ０ ｃ － １ ～ ２
０ ｃ － ８ ） と ゲ ー ト バ ス ラ イ ン （ ２ ０ ｄ － １ ～ ２ ０ ｄ － ８ ） も 、 同 様 で あ る 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
　 こ の よ う に 、 デ ー タ バ ス ラ イ ン （ １ ０ ａ － １ ～ １ ０ ａ － ６ 、 １ ０ ｂ － １ ～ １ ０ ｂ － ６ ）
と （ １ ０ ｃ － １ ～ １ ０ ｃ － ６ 、 １ ０ ｄ － １ ～ １ ０ ｄ － ６ ） は 、 対 向 す る ソ ー ス ド ラ イ バ （
１ ０ ａ 、 １ ０ ｂ ） と ソ ー ス ド ラ イ バ （ １ ０ ｃ 、 １ ０ ｄ ） の 間 の 中 央 を 挟 ん で 規 則 的 に 分 割
さ れ 、 ゲ ー ト バ ス ラ イ ン （ ２ ０ ａ － １ ～ ２ ０ ａ － ８ 、 ２ ０ ｃ － １ ～ ２ ０ ｃ － ８ ） と ゲ ー ト
バ ス ラ イ ン （ ２ ０ ｂ － １ ～ ２ ０ ｂ － ８ 、 ２ ０ ｄ － １ ～ ２ ０ ｄ － ８ ） は 、 ゲ ー ト ド ラ イ バ （
２ ０ ａ 、 ２ ０ ｃ ） と ゲ ー ト ド ラ イ バ （ ２ ０ ｂ 、 ２ ０ ｄ ） の 中 央 を 挟 ん で 不 規 則 に 分 割 さ れ
る こ と と し た の で 、 液 晶 表 示 デ バ イ ス １ は 、 液 晶 パ ネ ル ２ ａ の つ な ぎ 目 が 表 示 さ れ な い よ
う に で き る 。
【 ０ ０ ７ ５ 】
　 ま た 、 図 ８ に 示 す よ う に 、 デ ー タ バ ス ラ イ ン （ １ ０ ａ － １ ～ １ ０ ａ － ６ ） と デ ー タ バ ス
ラ イ ン （ １ ０ ｃ － １ ～ １ ０ ｃ － ６ ） は 、 対 向 す る ソ ー ス ド ラ イ バ １ ０ ａ と ソ ー ス ド ラ イ バ
１ ０ ｃ の 間 の 中 央 を 挟 ん で 規 則 的 に 分 割 さ れ る 。 ま た 、 デ ー タ バ ス ラ イ ン （ １ ０ ｂ － １ ～
１ ０ ｂ － ６ ） と デ ー タ バ ス ラ イ ン （ １ ０ ｄ － １ ～ １ ０ ｄ － ６ ） も 、 同 様 で あ る 。
【 ０ ０ ７ ６ 】
　 一 方 、 ゲ ー ト バ ス ラ イ ン （ ２ ０ ａ － １ ～ ２ ０ ａ － ８ ） と ゲ ー ト バ ス ラ イ ン （ ２ ０ ｂ － １
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～ ２ ０ ｂ － ８ ） は 、 実 施 例 ２ の 図 ３ に 示 す よ う に 、 対 向 す る ゲ ー ト ド ラ イ バ ２ ０ ａ と ゲ ー
ト ド ラ イ バ ２ ０ ｂ の 中 央 を 挟 ん で 規 則 的 に 分 割 さ れ る 。 ま た 、 ゲ ー ト バ ス ラ イ ン （ ２ ０ ｃ
－ １ ～ ２ ０ ｃ － ８ ） と ゲ ー ト バ ス ラ イ ン （ ２ ０ ｄ － １ ～ ２ ０ ｄ － ８ ） も 、 同 様 で あ る 。
【 ０ ０ ７ ７ 】
　 こ の よ う に 、 デ ー タ バ ス ラ イ ン （ １ ０ ａ － １ ～ １ ０ ａ － ６ 、 １ ０ ｂ － １ ～ １ ０ ｂ － ６ ）
と （ １ ０ ｃ － １ ～ １ ０ ｃ － ６ 、 １ ０ ｄ － １ ～ １ ０ ｄ － ６ ） は 、 対 向 す る ソ ー ス ド ラ イ バ （
１ ０ ａ 、 １ ０ ｂ ） と ソ ー ス ド ラ イ バ （ １ ０ ｃ 、 １ ０ ｄ ） の 間 の 中 央 を 挟 ん で 規 則 的 に 分 割
さ れ 、 ゲ ー ト バ ス ラ イ ン （ ２ ０ ａ － １ ～ ２ ０ ａ － ８ 、 ２ ０ ｃ － １ ～ ２ ０ ｃ － ８ ） と ゲ ー ト
バ ス ラ イ ン （ ２ ０ ｂ － １ ～ ２ ０ ｂ － ８ 、 ２ ０ ｄ － １ ～ ２ ０ ｄ － ８ ） は 、 対 向 す る ゲ ー ト ド
ラ イ バ （ ２ ０ ａ 、 ２ ０ ｃ ） と ゲ ー ト ド ラ イ バ （ ２ ０ ｂ 、 ２ ０ ｄ ） の 中 央 を 挟 ん で 規 則 的 に
分 割 さ れ る こ と と し た の で 、 液 晶 表 示 デ バ イ ス １ は 、 液 晶 パ ネ ル ２ ａ の つ な ぎ 目 が 表 示 さ
れ な い よ う に で き る 。
【 ０ ０ ７ ８ 】
　 ま た 、 図 ９ に 示 す よ う に 、 対 向 す る デ ー タ バ ス ラ イ ン （ １ ０ ａ － １ ～ １ ０ ａ － ６ ） と デ
ー タ バ ス ラ イ ン （ １ ０ ｃ － １ ～ １ ０ ｃ － ６ ） は 、 対 向 す る ソ ー ス ド ラ イ バ １ ０ ａ と ソ ー ス
ド ラ イ バ １ ０ ｃ の 間 の 中 央 を 挟 ん で 規 則 的 に 分 割 さ れ る 。 ま た 、 デ ー タ バ ス ラ イ ン （ １ ０
ｂ － １ ～ １ ０ ｂ － ６ ） と デ ー タ バ ス ラ イ ン （ １ ０ ｄ － １ ～ １ ０ ｄ － ６ ） も 、 同 様 で あ る 。
【 ０ ０ ７ ９ 】
　 一 方 、 ゲ ー ト バ ス ラ イ ン （ ２ ０ ａ － １ ～ ２ ０ ａ － ８ ） と ゲ ー ト バ ス ラ イ ン （ ２ ０ ｂ － １
～ ２ ０ ｂ － ８ ） は 、 実 施 例 ２ の 図 ４ に 示 す よ う に 、 ２ 本 の ゲ ー ト バ ス ラ イ ン ご と に ゲ ー ト
ド ラ イ バ ２ ０ ａ と ２ ０ ｂ の 中 央 を 挟 ん で 規 則 的 に 分 割 さ れ る 。 ま た 、 ゲ ー ト バ ス ラ イ ン （
２ ０ ｃ － １ ～ ２ ０ ｃ － ８ ） と ゲ ー ト バ ス ラ イ ン （ ２ ０ ｄ － １ ～ ２ ０ ｄ － ８ ） も 、 同 様 で あ
る 。
【 ０ ０ ８ ０ 】
　 こ の よ う に 、 デ ー タ バ ス ラ イ ン （ １ ０ ａ － １ ～ １ ０ ａ － ６ 、 １ ０ ｂ － １ ～ １ ０ ｂ － ６ ）
と デ ー タ バ ス ラ イ ン （ １ ０ ｃ － １ ～ １ ０ ｃ － ６ 、 １ ０ ｄ － １ ～ １ ０ ｄ － ６ ） は 、 対 向 す る
ソ ー ス ド ラ イ バ （ １ ０ ａ 、 １ ０ ｂ ） と ソ ー ス ド ラ イ バ （ １ ０ ｃ 、 １ ０ ｄ ） の 間 の 中 央 を 挟
ん で 規 則 的 に 分 割 さ れ 、 ゲ ー ト バ ス ラ イ ン （ ２ ０ ａ － １ ～ ２ ０ ａ － ８ 、 ２ ０ ｃ － １ ～ ２ ０
ｃ － ８ ） と ゲ ー ト バ ス ラ イ ン （ ２ ０ ｂ － １ ～ ２ ０ ｂ － ８ 、 ２ ０ ｄ － １ ～ ２ ０ ｄ － ８ ） は 、
対 向 す る ゲ ー ト ド ラ イ バ （ ２ ０ ａ 、 ２ ０ ｃ ） と ゲ ー ト ド ラ イ バ （ ２ ０ ｂ 、 ２ ０ ｄ ） の 中 央
を 挟 ん で 規 則 的 に 分 割 さ れ る こ と と し た の で 、 液 晶 表 示 デ バ イ ス １ は 、 液 晶 パ ネ ル ２ ａ の
つ な ぎ 目 が 表 示 さ れ な い よ う に で き る 。
【 ０ ０ ８ １ 】
　 と こ ろ で 、 図 ７ ～ 図 ９ で は 、 デ ー タ バ ス ラ イ ン （ １ ０ ａ － １ ～ １ ０ ａ － ６ 、 １ ０ ｂ － １
～ １ ０ ｂ － ６ 、 １ ０ ｃ － １ ～ １ ０ ｃ － ６ 、 １ ０ ｄ － １ ～ １ ０ ｄ － ６ ） は 、 対 向 す る ソ ー ス
ド ラ イ バ （ １ ０ ａ 、 １ ０ ｂ ） と ソ ー ス ド ラ イ バ （ １ ０ ｃ 、 １ ０ ｄ ） の 間 の 中 央 を 挟 ん で 規
則 的 に 分 割 さ れ る 場 合 に つ い て 説 明 し た が 、 本 発 明 は そ れ に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 デ
ー タ バ ス ラ イ ン （ １ ０ ａ － １ ～ １ ０ ａ － ６ 、 １ ０ ｂ － １ ～ １ ０ ｂ － ６ 、 １ ０ ｃ － １ ～ １ ０
ｃ － ６ 、 １ ０ ｄ － １ ～ １ ０ ｄ － ６ ） は 、 対 向 す る ソ ー ス ド ラ イ バ （ １ ０ ａ 、 １ ０ ｂ ） と ソ
ー ス ド ラ イ バ （ １ ０ ｃ 、 １ ０ ｄ ） の 間 の 中 央 か ら い ず れ か 一 方 の ソ ー ス ド ラ イ バ （ １ ０ ａ
、 １ ０ ｂ ） ま た は ソ ー ス ド ラ イ バ （ １ ０ ｃ 、 １ ０ ｄ ） 寄 り の 領 域 で 規 則 的 に 分 割 さ れ る 場
合 に つ い て 適 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ８ ２ 】
　 上 述 し て き た よ う に 、 本 実 施 例 ３ で は 、 ソ ー ス ド ラ イ バ （ １ ０ ａ 、 １ ０ ｂ ） に 対 向 す る
位 置 に 配 置 さ れ 、 デ ー タ バ ス ラ イ ン （ １ ０ ｃ － １ ～ １ ０ ｃ － ６ 、 １ ０ ｄ － １ ～ １ ０ ｄ － ６
） に 映 像 信 号 を 出 力 す る ソ ー ス ド ラ イ バ （ １ ０ ｃ 、 １ ０ ｄ ） を さ ら に 備 え 、 デ ー タ バ ス ラ
イ ン （ １ ０ ａ － １ ～ １ ０ ａ － ６ 、 １ ０ ｂ － １ ～ １ ０ ｂ － ６ 、 １ ０ ｃ － １ ～ １ ０ ｃ ６ 、 １ ０
ｄ － １ ～ １ ０ ｄ － ６ ） は 、 対 向 す る ソ ー ス ド ラ イ バ （ １ ０ ａ 、 １ ０ ｂ ） と ソ ー ス ド ラ イ バ
（ １ ０ ｃ 、 １ ０ ｄ ） の 間 で 規 則 的 に 分 割 さ れ る こ と と し た の で 、 液 晶 表 示 デ バ イ ス １ は 、
液 晶 パ ネ ル ２ ａ の つ な ぎ 目 が 表 示 さ れ な い よ う に で き る 。
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【 ０ ０ ８ ３ 】
　 ま た 、 デ ー タ バ ス ラ イ ン （ １ ０ ａ － １ ～ １ ０ ａ － ６ 、 １ ０ ｂ － １ ～ １ ０ ｂ － ６ 、 １ ０ ｃ
－ １ ～ １ ０ ｃ ６ 、 １ ０ ｄ － １ ～ １ ０ ｄ － ６ ） は 、 対 向 す る ソ ー ス ド ラ イ バ （ １ ０ ａ 、 １ ０
ｂ ） と ソ ー ス ド ラ イ バ （ １ ０ ｃ 、 １ ０ ｄ ） の 間 の 中 央 を 挟 ん で 規 則 的 に 分 割 さ れ る こ と と
し た の で 、 液 晶 表 示 デ バ イ ス １ は 、 液 晶 パ ネ ル ２ ａ の つ な ぎ 目 が 表 示 さ れ な い よ う に で き
る 。
【 ０ ０ ８ ４ 】
　 さ て 、 こ れ ま で 本 発 明 の 実 施 例 に つ い て 説 明 し た が 、 本 発 明 は 上 述 し た 実 施 例 以 外 に も
、 上 記 特 許 請 求 の 範 囲 に 記 載 し た 技 術 的 思 想 の 範 囲 内 に お い て 種 々 の 異 な る 実 施 例 に て 実
施 さ れ て も よ い も の で あ る 。
【 ０ ０ ８ ５ 】
　 例 え ば 、 実 施 例 ３ で は 、 デ ー タ バ ス ラ イ ン （ １ ０ ａ － １ ～ １ ０ ａ － ６ 、 １ ０ ｂ － １ ～ １
０ ｂ － ６ 、 １ ０ ｃ － １ ～ １ ０ ｃ － ６ 、 １ ０ ｄ － １ ～ １ ０ ｄ － ６ ） は 、 対 向 す る ソ ー ス ド ラ
イ バ （ １ ０ ａ 、 １ ０ ｂ ） と ソ ー ス ド ラ イ バ （ １ ０ ｃ 、 １ ０ ｄ ） の 間 の 中 央 を 挟 ん で 規 則 的
に 分 割 さ れ る 場 合 に つ い て 説 明 し た が 、 本 発 明 は そ れ に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 デ ー タ
バ ス ラ イ ン （ １ ０ ａ － １ ～ １ ０ ａ － ６ 、 １ ０ ｂ － １ ～ １ ０ ｂ － ６ 、 １ ０ ｃ － １ ～ １ ０ ｃ －
６ 、 １ ０ ｄ － １ ～ １ ０ ｄ － ６ ） は 、 対 向 す る ソ ー ス ド ラ イ バ （ １ ０ ａ 、 １ ０ ｂ ） と ソ ー ス
ド ラ イ バ （ １ ０ ｃ 、 １ ０ ｄ ） の 間 で 不 規 則 に 分 割 さ れ る 場 合 に つ い て 適 用 す る こ と が で き
る 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ８ ６ 】
　 以 上 の よ う に 、 本 発 明 に か か る 液 晶 表 示 デ バ イ ス は 、 特 に 、 ア ク テ ィ ブ マ ト リ ッ ク ス Ｔ
Ｆ Ｔ 　 Ｌ Ｃ Ｄ に 適 し て い る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ８ ７ 】
【 図 １ 】 実 施 例 １ に 係 る 液 晶 表 示 デ バ イ ス の 構 成 を 示 す 構 成 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 実 施 例 １ に 係 る 液 晶 表 示 デ バ イ ス の 別 の 構 成 を 示 す 構 成 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 実 施 例 ２ に 係 る 液 晶 表 示 デ バ イ ス の 構 成 を 示 す 構 成 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 実 施 例 ２ に 係 る 液 晶 表 示 デ バ イ ス の 別 の 構 成 を 示 す 構 成 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 実 施 例 ２ に 係 る 液 晶 表 示 デ バ イ ス の さ ら に 別 の 構 成 を 示 す 構 成 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 実 施 例 ２ に 係 る 液 晶 表 示 デ バ イ ス の さ ら に 異 な る 構 成 を 示 す 構 成 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 実 施 例 ３ に 係 る 液 晶 表 示 デ バ イ ス の 構 成 を 示 す 構 成 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 実 施 例 ３ に 係 る 液 晶 表 示 デ バ イ ス の 別 の 構 成 を 示 す 構 成 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 実 施 例 ３ に 係 る 液 晶 表 示 デ バ イ ス の さ ら に 別 の 構 成 を 示 す 構 成 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ８ ８ 】
　 　 １ 、 １ ａ 　 　 液 晶 表 示 デ バ イ ス
　 　 ２ 、 ２ ａ 　 　 液 晶 パ ネ ル
　 　 ４ 　 　 画 素 電 極
　 　 ５ 　 　 Ｔ Ｆ Ｔ
　 １ ０ ａ 、 １ ０ ｂ 、 １ ０ ｃ 、 １ ０ ｄ 　 　 ソ ー ス ド ラ イ バ
　 ２ ０ ａ 、 ２ ０ ｂ 、 ２ ０ ｃ 、 ２ ０ ｄ 　 　 ゲ ー ト ド ラ イ バ
１ ０ ａ － １ 、 １ ０ ａ － ２ 、 １ ０ ａ － ３ 、 １ ０ ａ － ４ 、 １ ０ ａ － ５ 、 １ ０ ａ － ６ 、 １ ０ ｂ －
１ 、 １ ０ ｂ － ２ 、 １ ０ ｂ － ３ 、 １ ０ ｂ － ４ 、 １ ０ ｂ － ６ 、 １ ０ ｃ － １ 、 １ ０ ｃ － ２ 、 １ ０
ｃ － ３ 、 １ ０ ｃ － ４ 、 １ ０ ｃ － ５ 、 １ ０ ｃ － ６ 、 １ ０ ｄ － １ 、 １ ０ ｄ － ２ 、 １ ０ ｄ － ３ 、
１ ０ ｄ － ４ 、 １ ０ ｄ － ５ 、 １ ０ ｄ － ６ 　 　 デ ー タ バ ス ラ イ ン
２ ０ ａ － １ 、 ２ ０ ａ － ２ 、 ２ ０ ａ － ３ 、 ２ ０ ａ － ４ 、 ２ ０ ａ － ５ 、 ２ ０ ａ － ６ 、 ２ ０ ａ －
７ 、 ２ ０ ａ － ８ 、 ２ ０ ｂ － １ 、 ２ ０ ｂ － ２ 、 ２ ０ ｂ － ３ 、 ２ ０ ｂ － ４ 、 ２ ０ ｂ － ５ 、 ２ ０
ｂ － ６ 、 ２ ０ ｂ － ７ 、 ２ ０ ｂ － ８ 、 ２ ０ ｃ － １ 、 ２ ０ ｃ － ２ 、 ２ ０ ｃ － ３ 、 ２ ０ ｃ － ４ 、
２ ０ ｃ － ５ 、 ２ ０ ｃ － ６ 、 ２ ０ ｃ － ７ 、 ２ ０ ｃ － ８ 、 ２ ０ ｄ － １ 、 ２ ０ ｄ － ２ 、 ２ ０ ｄ －
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３ 、 ２ ０ ｄ － ４ 、 ２ ０ ｄ － ５ 、 ２ ０ ｄ － ６ 、 ２ ０ ｄ － ７ 、 ２ ０ ｄ － ８ 　 　 ゲ ー ト バ ス ラ イ
ン

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】
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